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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置と、前記表示装置に対して光を照射する照明光学系と、前記表示装置からの画
像光を投影する投影光学系とを有する投射型表示装置において、
　前記照明光学系が、光源からの光束で複数の光源像を形成するフライアイインテグレー
タと、前記フライアイインテグレータと前記表示装置との間の光路に配置された光量調節
手段と、を含んでおり、
　前記光量調節手段が、前記複数の光源像に合わせて配置された傾動可能或いは変位可能
な複数の遮光板を備えており、該複数の遮光板によって該投射型表示装置による投射光量
を調節し、
　前記光量調節手段により前記投射光量が小さくなるように制御した場合、前記光量調節
手段により投射光量が小さくなるように制御する前に対して該投射型表示装置による表示
画像の中間輝度レベルを一定に保つように、前記表示装置への書き込み信号を変調するこ
とを特徴とする投射型表示装置。
【請求項２】
　前記照明光学系は、前記フライアイインテグレータによる複数の光源像からの光束同士
を前記表示装置上で重ねる光学系を有することを特徴とする請求項１に記載の投射型表示
装置。
【請求項３】
　前記光量調節手段が、前記投影光学系の瞳に投影される前記複数の光源像を均等に遮光
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することを特徴とする請求項１又は２に記載の投射型表示装置。
【請求項４】
　表示装置と、前記表示装置に対して光を照射する照明光学系と、前記表示装置からの画
像光を投影する投影光学系とを有する投射型表示装置において、
　前記照明光学系が、光源からの光束で複数の光源像を形成するフライアイインテグレー
タと、前記フライアイインテグレータと前記表示装置との間の光路に配置された光量調節
手段と、を含んでおり、
　前記光量調節手段により投射光量が小さくなるように制御した場合、前記光量調節手段
により投射光量が小さくなるように制御する前に対して該投射型表示装置による表示画像
の中間輝度レベルを一定に保つように、前記表示装置への書き込み信号を変調することを
特徴とする投射型表示装置。
【請求項５】
　前記光量調節手段が、前記投影光学系の瞳に投影される前記複数の光源像を均等に遮光
することを特徴とする請求項４に記載の投射型表示装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、投射型画像表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
マルチメディア時代の到来により、あらゆる場面で画像表示装置が用いられている。特に
投射型画像表示装置は、大画面化が容易なため、プレゼンテーション用途等にフロントプ
ロジェクタが、家庭シアター用途等にリアプロジェクタが普及してきている。
【０００３】
これらプロジェクタの光変調素子として、従来はＣＲＴが利用されてきた。しかし、近年
においては、高輝度、高精細化の要求と共に、これら要求性能に適する光変調素子として
、液晶パネルや、ミラーの角度を変えることにより光量変調を行うＤＭＤ（ディジタル・
ミラー・デバイス、例えば特開平１０－７８５５０号公報参照）の利用が主流となりつつ
ある。これらの液晶パネルやＤＭＤを利用した投射型画像表示装置は、光源からの光で光
変調素子としての液晶パネルやＤＭＤを照明し、液晶パネルやＤＭＤからの透過光あるい
は反射光を投影光学系を通してスクリーン上に画像形成するものである。
【０００４】
ところで投射型画像表示装置は、高画質表示（質感が求められている表示）において、現
状では直視型ＣＲＴ画像表示装置の画質に達していない。ここで言う高画質（質感）とは
、高ダイナミックレンジ（高コントラスト、高階調表示）を指す。直視型ＣＲＴ画像表示
装置は、画面全体を白黒表示する場合等で少なくとも１００００：１以上のダイナミック
レンジを実現している。一方、投射型画像表示装置としてのダイナミックレンジは主に光
変調素子の特性で決定され、液晶パネルの場合、約３００～４００：１程度であり、ＤＭ
Ｄの場合６００～８００：１程度である。このダイナミックレンジの低さは、黒表示にお
いて、透過型液晶パネルの場合には漏れ光が、反射型液晶パネルやＤＭＤの場合には散乱
光が投射されて暗状態が浮いてしまうことに一因がある。
【０００５】
そこで、特開平７－８４５５３号公報に開示される散乱型液晶パネルを用いた投射型画像
表示装置では、投影光学系の絞りにおいて大きい開口径と小さい開口径を用意し、それら
を入力の画像種類に応じて切り替えることによって、ダイナミックレンジを改善した表示
を可能としている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平７－８４５５３号公報に示される例では、ダイナミックレンジを改
善した表示を可能にしているものの輝度が低下して鮮鋭感に欠けると言う問題がある。
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【０００７】
また、開口径を小さくすることにより、投影画像の明るさ分布が変化する（通常は周辺部
が相対的に暗くなる）という問題も顕在化していた。
【０００８】
そこで、本発明は、明るさ均一性と鮮鋭感を保ちつつ高ダイナミックレンジという高画質
を達成する投射型画像表示装置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の第１の観点によれば、表示装置と、前記表示装置に対して光を照射する照明光
学系と、前記表示装置からの画像光を投影する投影光学系とを有する投射型表示装置にお
いて、前記照明光学系が、光源からの光束で複数の光源像を形成するフライアイインテグ
レータと、前記フライアイインテグレータと前記表示装置との間の光路に配置された光量
調節手段と、を含んでおり、前記光量調節手段が、前記複数の光源像に合わせて配置され
た傾動可能或いは変位可能な複数の遮光板を備えており、該複数の遮光板によって該投射
型表示装置による投射光量を調節し、前記光量調節手段により前記投射光量が小さくなる
ように制御した場合、前記光量調節手段により投射光量が小さくなるように制御する前に
対して該投射型表示装置による表示画像の中間輝度レベルを一定に保つように、前記表示
装置への書き込み信号を変調することを特徴とする投射型表示装置。
【００１１】
　本発明の第１の観点による投射型表示装置において、前記照明光学系は、前記フライア
イインテグレータによる複数の光源像からの光束同士を前記表示装置上で重ねる光学系を
有するようにしても良い。
【００１２】
　本発明の第１の観点による投射型表示装置において、前記光量調節手段が、前記投影光
学系の瞳に投影される前記複数の光源像を均等に遮光するようにしても良い。
【００１３】
　本発明の第２の観点による投射型表示装置において、表示装置と、前記表示装置に対し
て光を照射する照明光学系と、前記表示装置からの画像光を投影する投影光学系とを有す
る投射型表示装置において、前記照明光学系が、光源からの光束で複数の光源像を形成す
るフライアイインテグレータと、前記フライアイインテグレータと前記表示装置との間の
光路に配置された光量調節手段と、を含んでおり、前記光量調節手段により投射光量が小
さくなるように制御した場合、前記光量調節手段により投射光量が小さくなるように制御
する前に対して該投射型表示装置による表示画像の中間輝度レベルを一定に保つように、
前記表示装置への書き込み信号を変調することを特徴としている。
【００１４】
　本発明の第２の観点による投射型表示装置において、前記光量調節手段が、前記投影光
学系の瞳に投影される前記複数の光源像を均等に遮光するようにしても良い。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、図１を参照して、本発明の実施の形態について説明する。
【００４０】
本発明に係る画像表示装置（投射型表示装置）は、図１に符号１で示すように、光の透過
あるいは反射の状態を制御することにより階調画像を表示する光変調素子（表示装置）Ｐ
と、該光変調素子Ｐ（光変調素子上）に対して光を照射する照明光学系ＢＬ１と、該光変
調素子に照射された光の透過光あるいは反射光を投影する投影光学系ＰＬ１とを備えてお
り、この投射光を図示しないスクリーンに投影することによって画像を表示するように構
成されている。
【００４１】
さらに、前記光変調素子への書き込み信号を変調処理する書き込み信号処理手段１０と、
前記光変調素子から透過あるいは反射してきた光量を制御する投影光量制御手段（光量調
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節手段）２０と、前記書き込み信号処理手段１０および前記投影光量制御手段２０を制御
する制御信号生成手段３０とを備えている。
【００４２】
そして、前記制御信号生成手段３０は、入力画像信号の輝度レベルに基づいて、
・該輝度レベルが高い場合には、投影光量を大きく、かつ、書き込み信号の変調を小さく
、
・前記輝度レベルが低い場合には、投影光量を小さく、かつ、書き込み信号の変調を大き
く、
するように制御信号を生成すると良い。
【００４３】
本装置における投影光学系ＰＬ１は、所謂シュリーレン光学系（逆シュリーレン）で構成
すると良い。また、前記投影光量制御手段２０は、可動絞り手段２０ａと、絞り駆動手段
２０ｂと、によって構成され、前記光変調素子Ｐと共役関係にならない位置である投影光
学系ＰＬの瞳位置に配置されている。また、照明光学系ＢＬ１はインテグレーター式の照
明光学系を用いており、光学式インテグレータによるマトリックス状光源像が可動絞り手
段２０ａの位置またはその近傍に形成されている。光学式インテグレータとしては、本実
施形態で使用したハエの目レンズの他にカレイドスコープ（「万華鏡」又は「ロッド型イ
ンテグレータ」ともいう。）がある。
【００４４】
なお、前記投影光量制御手段２０は、入力画像信号の輝度レベルに応じて、可動絞り手段
２０ａを開いたり、閉じたりして絞り量を制御すると良い。
【００４５】
ところで、上述した制御信号生成手段３０は、入力画像信号の輝度レベルを算出する輝度
レベル演算処理手段３０ａと、該演算された輝度レベルに応じて投影光学系から出射する
投影光量を算出する投影光量演算処理手段３０ｂとによって構成されている。そして、前
記投影光量演算処理手段３０ｂにおいて演算された投影光量に基づいて前記投影光量制御
手段２０を制御する制御信号を生成し、かつ、前記輝度レベル演算処理手段３０ａにおい
て演算された輝度レベル、および前記演算された投影光量に基づいて前記書き込み信号処
理手段１０を制御する制御信号を生成すると良い。
【００４６】
なお、前記輝度レベル演算処理手段３０ａは、入力画像信号の各フィールドまたは各フレ
ームにおける各画素の輝度信号の最大値を最大輝度として算出すると良い。この場合、１
フィールドまたは１フレーム内の入力画像信号を順に比較することにより算出できる。
【００４７】
あるいは、各画素の輝度信号の累積ヒストグラムを演算し、該累積ヒストグラムが一定以
上となる輝度レベルを最大輝度として算出すると良い。ここで、１フィールドまたは１フ
レーム内の輝度レベルが図４（ａ）あるいは図４（ｂ）に示す分布を有する画像信号が入
力された場合、輝度レベルの高い方から累積ヒストグラムを演算するとそれぞれ図５（ａ
）あるいは図５（ｂ）となる。この累積ヒストグラムが例えば全画面の５％に達する輝度
レベルを最大輝度として算出する。従って、図５（ａ）の例では２１６、図５（ｂ）の例
では１１７となる。ところで、可動絞り手段２０ａの制御段階は入力画像の階調に合わせ
て２５５段階とすることも可能であるが、実際的には８から１６段階程度にするのが良い
。可動絞り手段を８段階で制御する場合、図５（ａ）の例では８段階中の７段階、図５（
ｂ）の例では８段階中の４段階、つまりそれぞれ最大光量の８７．５％、５０％となるよ
うに制御される。
【００４８】
また、前記書き込み信号処理手段１０は、前記投影光量に略反比例する増幅率で増幅する
ように書き込み信号を変調すると良い。
【００４９】
ところで、光変調素子としては、
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・液晶を用いた素子や、
・ＴＩ社のＤＭＤに代表されるＭＥＭＳ(Micro ElectroMechanical Systems)型の素子や
、
・マイクロミラーを配した素子
を挙げることが出来る。この光変調素子Ｐは、透過型であっても反射型であっても良い。
【００５０】
また、可動絞り手段２０ａは、図２（ａ）と図２（ｂ）に示すごとき複数の絞り羽が有す
るそれぞれの回転軸における回転動作にて絞り動作をさせる簾絞りであり、絞り駆動手段
２０ｂは、該回転軸を回転動作させるカムモーターまたは超音波モーターである。さらに
、図３に示すように該可動絞り手段２０ａにおいては、簾絞りを構成する各短冊状絞り羽
が前述した光源像の各単位像の並びに合うようなピッチで複数形成されている。
【００５１】
次に、本実施の形態の作用について説明する。
【００５２】
いま、入力画像信号に高い輝度レベル（例えば、入力画像信号の階調が８ビットとして最
大輝度レベル２５５）が存在する場合、光変調素子Ｐのダイナミックレンジは全て使用さ
れるので書き込み信号処理手段１０において変調処理を受けず、また、投影光量制御手段
２０において可動絞り手段２０ａは開口が最大となるように制御されて、光変調素子Ｐに
おいて透過あるいは反射された光を１００％投影光に使用する。この時、光変調素子Ｐで
生じる不要な透過光あるいは散乱光も最大となった開口を通して投影光学系ＰＬ１を通し
て出射され、黒表示が浮いた状態となる。しかしながら、人間の目は画面中の最大輝度を
基準にして相対的に輝度を認識するので、表示画面の輝度レベルが高い場合には黒の浮き
はそれほど目立たない。
【００５３】
一方、入力画像信号の輝度レベルが低い（例えば、入力画像信号の階調が８ビットとして
最大輝度レベル１２８）場合、光変調素子Ｐの使用ダイナミックレンジはおよそ５０％で
あり、投射（投射表示）に必要とされる光量は５０％である。従って、投影光量制御手段
２０は投影光量が５０％となるように可動絞り手段２０ａの開口を制御する。さらに、こ
のままでは表示画像全体が暗い表示となってしまうので、光変調素子Ｐは書き込み信号処
理手段１０において光変調素子Ｐのダイナミックレンジを１００％使用するように信号を
増幅する様に変調処理を受ける。すなわち、光変調素子Ｐのダイナミックレンジを１００
％使用して投影光量５０％の表示を行う。この様に投影光量制御手段２０で投影光量を絞
った分を書き込み信号処理手段１０で補償する事によって、実際の表示輝度レベルを一定
に保った表示が可能となる。この時、光変調素子Ｐで生じる不要な透過光あるいは散乱光
は、開口が狭くなったことにより投影光学系ＰＬ１への入射が抑制される。従って、この
状態では黒が締まった表示を行える。
【００５４】
次に、実施の形態の効果について説明する。
【００５５】
本実施の形態によれば、投影光量制御手段２０で投影光量を絞った場合には、光変調素子
Ｐから投影光学系ＰＬ１への不要散乱光の入射が抑制されてより締まった黒表示を行うこ
とが出来る。すなわち、入力画像信号の最大輝度レベルに応じて投影光量を制御すると共
に、光変調素子Ｐの書き込み信号に変調処理を行うことによって、表示輝度レベルを変化
させることなく黒表示の浮きを改善することが可能となり、最大光量で表示した１００％
輝度との相対で表示ダイナミックレンジを拡大した表示をすること出来る。
【００５６】
また、表示画像の輝度レベルが低い場合に入力画像信号に変調処理を行って画像信号を伸
長することで、表示画像の階調性を改善することが出来る。
【００５７】
また、本形態では前述したように可動絞り手段２０ａを構成する各絞り羽はインテグレー
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タによる光源像の各単位像の並びに合わせて複数形成されており、該絞り羽が回動して各
単位像を均等に遮光（光を遮蔽）するため、投影光量をいかように絞っても常に均一な明
るさ分布画像が得られ、このような均一な明るさ分布のもとでの前記ダイナミックレンジ
拡大投影画像表示が可能となる。
【００５８】
以下、実施例に沿って本発明を更に詳細に説明する。
【００５９】
（実施例）
本実施例では、図１に示すような投射型画像表示装置を使用した。
【００６０】
本実施例においては、光変調素子に反射型のＤＭＤパネルＰを用い、照明光学系ＢＬ１に
て該パネルＰを照明し、パネルＰによって光が反射される側には可動絞り（可動絞り手段
）２０ａと、投影光学系ＰＬ１とを順に配置し、その先には画像投射用のスクリーン（不
図示）を配置した。
【００６１】
さらに詳述すると、照明光学系ＢＬ１の構成要素については、３はランプ用リフレクター
、２はランプ（発光管）、４は回転カラーフィルター、５ａと５ｂはテレセントリックレ
ンズ、６ａと６ｂはフライアイ（ハエの目）インテグレータ（第１光学系）、７は集光反
射ミラー（第２光学系）である。また、投影光学系ＰＬ１は所定の開口数と所定の焦点距
離（可変）のいわゆる投影レンズである。
【００６２】
ここで、まずランプ２から出射された光はリフレクター３にて反射集光され、回転カラー
フィルタ４を集光点にて通過することにより色光（ＲＧＢまたはＲＧＢＷ）に変換された
後、広がり状態でレンズ５ａ＆５ｂに至る。このレンズ５ａ＆５ｂの集光作用にてテレセ
ン化され、フライアイインテグレータ６ａ＆６ｂにて積分作用の前処理を受けると共に、
ここを通過して集光反射ミラー７に至り、ここでの反射と共に集光され（この集光にて前
述のフライアイイングレーター６による積分作用、すなわち光束同士を重ね合わせる作用
、が発現する）ＤＭＤパネル（光変調素子）Ｐを均一照明する。ＤＭＤパネルＰはこのよ
うに照明された光束から、各画素ミラーの変調作用により画像光のみを可動絞り２０ａを
通る方向に反射し、投影光学系ＰＬ１を通じて不図示のスクリーンに拡大投影される。そ
してこの際、フライアイインテグレータ６によるマトリックス状光源の像が可動絞り手段
２０ａの位置またはその近傍に形成さる。
【００６３】
また、可動絞り２０ａは、図２ａと図２ｂに詳示するように、複数の絞り羽がそれ自体が
有するそれぞれの回転軸における回転動作にて絞り動作をさせる簾絞りであり、絞り駆動
手段２０ｂは、該回転軸を回転動作させるカムモーターまたは超音波モーターから成る。
さらに、図３に示すように、簾絞りを構成する各短冊状絞り羽は前述した光源像６０の各
単位像の並びに合うようなピッチで配置されている。
【００６４】
また、本例はＤＭＤパネル１枚をいわゆるＲＧＢシーケンシャル駆動するものであり、こ
のＲＧＢシーケンシャル駆動に対して、所定の色光が該ＤＭＤパネルを照明するように、
回転カラーフィルター４の回転と同期させている。
【００６５】
ここで、ＤＭＤパネルＰには書き込み信号処理回路１０を接続し、該書き込み信号処理回
路１０と前記絞り駆動用超音波モーター２０ｂには制御信号生成回路３０を接続した。な
お、該制御信号生成回路については既に説明しているので、重複説明は省略する。
【００６６】
次に、本実施例の作用について説明する。
【００６７】
いま、入力画像信号の輝度レベルに基づいて、可動絞り２０ａとＤＭＤパネルＰへの書き
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込み信号は、
輝度レベルが高い場合には、投影光量を大きく、かつ、書き込み信号の変調を小さく、
輝度レベルが低い場合には、投影光量を小さく、かつ、書き込み信号の変調を大きく、
するようにそれぞれ制御される。
【００６８】
この動作を図６で説明する。図６において、縦軸の輝度レベルは絞りを全開としてＤＭＤ
からの反射光を１００％使用した場合の入力画像信号階調に対する輝度レベルを８ビット
表示したものである。ただしここでは、説明を簡単にするため入力画像信号の階調変化に
対して輝度レベルは線形変化するものとしている。今、入力画像信号の最大輝度レベルが
２５５であると算出された場合、ＤＭＤからの反射光を１００％使用するため絞りは全開
となるように制御され、書き込み信号は変調を受けない。次に、入力画像信号の最大輝度
レベルが１２８であると算出された場合、ＤＭＤからの反射光の利用は５０％で良い。従
って、投影光量が５０％となるように絞りが調整される。この時、投影光量を５０％に調
整したことによって表示画像の輝度レベルは一律５０％となってしまう。例えば、入力画
像信号の階調が１２７の時に輝度レベルが１２７であった（図６のＡ点）のが、およそ６
４（図６のＡ’点）となる。そこで、これを補償するために入力画像信号を変調する。具
体的には図６のＡ’点をＡ”点となるようにすれば良く、従って入力画像信号を２倍とす
ることによって達成される。
【００６９】
ところで、投影光量を絞ったことにより０輝度レベル（＝黒表示）は、図６のΔＢＫで示
すように投影光量を大きくした場合に比べ下げることが出来る。つまり、輝度レベルが低
い場合にはＤＭＤパネルＰからの不要散乱光を抑制してより締まった黒表示となる。また
、投影光量の制御に応じてＤＭＤパネルＰへの書き込み信号の変調を行うことで、表示画
像の中間輝度レベルを一定に保つように補償される。
【００７０】
また、投影画像の画質とくに明るさムラについては、本例の場合、前述したように、簾状
可動絞り２０ａを構成する各絞り羽は光源像６０の各単位像の並びに合うようなピッチで
配置されているため、絞り羽が回動して投影光量を絞る際には、各単位像を均等に遮光す
るため、絞り量による単位像数に変化は無く、絞り量の大小によらず常に均一な明るさ分
布の投影画像が得られるものである。
【００７１】
次に、本実施例の効果について説明する。
【００７２】
本実施例に拠れば、入力画像信号の最大輝度レベルが低い場合には、表示画像の中間輝度
レベルを変化させることなく、より締まった黒表示を行うことが出来る。したがって、入
力画像信号の最大輝度レベルが高い場合の白表示との対比によりダイナミックレンジを拡
大した表示が可能となる。
【００７３】
また、投影光量を小さく制御した場合には、ＤＭＤパネルＰへの書き込み信号が大きくな
るように変調することで、低輝度レベルの階調性を拡大することが可能となる。
【００７４】
さらに、このようなダイナミックレンジ拡大や階調性拡大が常に安定した均一な明るさ分
布の画質のもとで行うことが可能となるものである。
【００７５】
ところで、本例は縦型の簾状可動絞りを用いているが、本発明はこれに限定される訳では
なく、光源像の各単位像を均等に絞る（光量を減衰させる）構成であればよく、たとえば
横型の簾状であってもよいし、斜めの簾状やマトリックス状のものであっても構わない。
【００７６】
また、上記の実施例では、簾状可動絞りは、傾動可能なものであるが、傾動したときの簾
の角度により、各画素に対する開口率が変化する。また、本発明においては、上記の簾状
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可動絞りの代わりに、制御信号により変位することにより開口率が変化する（変位可能に
構成されている）遮光板を画像光の断面内に複数個並べた可変絞り、制御信号により開口
径が変化する可変絞り、制御信号により透過率が変化するＮＤフィルターを用いても良い
。
【００７７】
また、本例では表示デバイスとしてＤＭＤパネルを用いているが、本発明はこれに限定さ
れるものではなく、透過型および反射型の液晶パネルでも全く同様に扱うことができる。
【００７８】
更に、上記の実施形態では、投影光量制御手段２０はパネルＰから投影光学系ＰＬ１まで
の間の光路において光量を調整するとしたが、本発明はこれに限られず、投影光量制御手
段２０を照明光学系ＢＬ１のフライアインテグレータ６からパネルＰまでの間の光路にお
いて光量を調整しても良く、投影光量制御手段２０を照明光学系ＢＬ１中及びパネルＰか
ら不図示のスクリーンまでの間の光路において光量を調整してもよい。
【００７９】
【発明の効果】
以上の説明したように、本発明によると、画像表示信号から算出される最大輝度に小さい
場合に投影光量を下げると共に光変調素子への書き込み信号レベルを上げるように制御す
ることによって、表示輝度レベルを一定に保ちつつ締まった黒表示が出来る。従って、投
影光量を最大とした場合の白表示と、投影光量を下げた場合の黒表示の対比により表示ダ
イナミックレンジを拡大した表示が、均一な明るさ分布を維持した状態にて達成されるも
のである。
【００８０】
また、同じ表示輝度レベルでも光変調素子の書き込み信号階調を増やすことが出来るので
、低輝度レベル表示における階調性改善を、やはり均一な明るさ分布を維持した状態で達
成することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態による液晶プロジェクタのシステム構成図である。
【図２】本発明の実施形態による簾絞りの構造を示す図である。
【図３】本発明の実施形態による簾絞りと光源像とのレイアウト関係を示す図である。
【図４】入力画像信号の輝度レベル分布を示すヒストグラムである。
【図５】入力画像信号の輝度レベル分布を示す累積ヒストグラムである。
【図６】本発明の実施形態による光変調素子への書き込み信号の変調を説明する図である
。
【符号の説明】
１：投射型画像表示装置
２：ランプ（発光管）
３：ランプ用リフレクタ
４：回転カラーフィルター
５ａ、５ｂ：テレセントリックレンズ
６ａ、６ｂ：フライアイインテグレータ
７：集光反射ミラー
１０：書き込み信号処理手段
２０：投影光量制御手段
２０ａ：可動絞り手段
２０ｂ：絞り駆動手段
３０：制御信号生成手段
３０ａ：輝度レベル演算手段
３０ｂ：投影光量演算手段
６０：インテグレータ光源像
ＢＬ１：照明光学系
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Ｐ：光変調素子
ＰＬ１：投影光学系

【図１】 【図２】
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